
 

 

 
 

徳島大学生物資源産業学部 学生受入方針（アドミッション・ポリシー） 
 

■生物資源産業学科 

生物資源産業学部では，バイオテクノロジーを応用した生物資源の生産，医薬，食品としての有効利用に関連する幅

広い知識，国際的に通用する専門性，バイオ産業創出に必要な起業マインドをもった人材の育成を目的としています。

そのため，生物資源産業学部では，次のような人物を求めています。 

 

●求める人物像 

関心・意欲・態度 

バイオテクノロジー，生命，医療，食料，農業，環境に強い関心と学びに対する意欲があり，自分で明確な目標を

もっている人 

探究力 

 自分が関心をもったことを深く掘り下げようとする人 

表現力 

   自分が伝えたいことを相手に表現できる人 

知識・教養 

本学部の専門分野を学ぶために，高等学校等で修得すべき※理科系・文科系にわたる知識・教養をもつ人 

  思考力・判断力 

   今までの知識・教養をもとに思考を深めて適切に判断できる人 

  協働性 

   問題解決のために，国籍や世代，考え方にとらわれることなく，対等の立場で協力できる人 

    

※高等学校等で修得すべき具体的な内容 

    理科—「化学，化学基礎」「生物，生物基礎」「物理，物理基礎」から 2 科目以上に渡る内容の理解と，自然環境

で起こっている現象やその問題解決に必要な知識・教養。特に，入学後の学修に備えるため，化学に関す

る科目は実験データの解析力などを踏まえて，着実な修得をはかること。     

数学—「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学 A」「数学 B」における内容の理解と応用力 

英語—国際的な専門分野を学ぶために必要な読解力と基礎的な運用能力 

    国語—様々な文献の読解力と，自分が伝えたいことを表現できる基礎的な文章力 

    地歴・公民—地歴・公民における基礎的内容の理解 

 

●入学者選抜の基本方針 

 一般入試（前期日程） 

   大学入試センター試験で「思考力・判断力」「知識・教養」を評価し，個別試験ではこれらに加えて「表現力」「関

心・意欲・態度」「探究力」を評価します。知識のみならず，学ぶ意欲や自分で課題を発見し，主体的に判断・行

動する資質（確かな学力）をもつ人を総合的に選抜します。 

 一般入試（後期日程） 

   大学入試センター試験で「思考力・判断力」「知識・教養」を重点的に評価し，個別試験ではこれらに加えて「探

究力」「表現力」を評価します。より深い知識とともに，思考を巡らせて表現できる人を総合的に選抜します。 

 推薦入試Ⅰ（大学入試センター試験を課さない）＜地方創生型＞ 

   個別試験で「関心・意欲・態度」「表現力」を重点的に評価し，「協働性」「探究力」「思考力・判断力」「知識・教

養」を合わせて総合的に評価します。地方創生型入試は，地域産業界と結びつきの強い専門教育を行っている学

科を対象とし，地方創生に意欲をもつ学生の受入を目的としています（地域枠あり）。大学入試センター試験は課

さず，2 段階にわたる個別試験で選抜します。 

 推薦入試Ⅱ（大学入試センター試験を課す）＜主体性・表現力重視型＞  

   3 教科の大学入試センター試験でより深い「思考力・判断力」「知識・教養」を評価します。個別試験では，2 段

階にわたって「関心・意欲・態度」「表現力」を重点的に評価し，「協働性」「探究力」「思考力・判断力」を合わ

せて評価します。高等学校等段階における多様な能力，関心等を重視し，それを表現できる人を総合的に選抜し

ます。 

 

※特別入試（帰国子女），私費外国人留学生入試，渡日前入学許可制度による私費外国人留学生入試の「学生受入方針 

（アドミッション・ポリシー）」については，入学者選抜要項等で確認してください。 

 

 

 

 

 

 
 

●入学者選抜方法における選抜内容 ※大学入試センター試験，個別学力検査等で課す教科・科目等の詳細は入学者選抜要項等で確認してください。 

 

入学者選抜方法 該当選抜区分 選抜内容 

総合問題 
一般（前期）

一般（後期）

日本語で書かれた文章や図表等により，下記の力を問う記述・論述式の出題を行う。 

①化学（化基・化）に関する基礎学力とそれに関連した数学的視点を用いた思考・

判断力 

②現代の社会における諸問題（バイオテクノロジー，食料，農業等で抱える問題）

への深い関心と，自らの考えを表現する力 ※②は小論文の要素を含めた出題 

集団討論 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 

複数の評価担当者による集団討論を行う。試験室で，テーマの提示（バイオテクノ

ロジー，食料，農業関連）・説明ののち，15 分間で自分の考察のまとめ（所定用紙

の記述と提出有）を行う。考察のまとめの後に，集団討論を行う（終了 5 分前より

まとめに関する記述と提出有）。討論の進行役は評価担当者が行う。 

集団面接 
一般（前期）

推薦Ⅱ 

複数の面接担当者による集団面接を行う。アドミッション・ポリシーに即して集団

面接を行い，提出書類等の確認を行う場合がある。また，一般入試（前期）では，

現代の社会における諸問題（バイオテクノロジー，食料，農業等で抱える問題）や

生物資源産業に関する簡単な考察・試問を行う場合がある。 

※一般入試（前期）は，2 日間に渡って選抜（1 日目・総合問題，2 日目・集団面

接）を実施し，集団面接は 1 日目の受験者数によって，集合時刻を午前と午後

に分けて実施する場合がある（1 日目終了時に詳細を連絡）。 

個人面接 

（口頭試問含む）
推薦Ⅰ 

複数の面接担当者による個人面接を行う。アドミッション・ポリシーに即して個人

面接を行い，地方創生に関する質問や提出書類等の確認を行う場合がある。また，

高校の基礎学力（「化学基礎」）を確認するため，口頭試問を行う。 

調査書＊ 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 

調査書では高等学校での生活状況（特別活動・指導上の参考となる諸事項等）を重

点的に評価し，学習の記録を参考とする。なお，資格・検定試験の成績等のほか，

プロジェクト活動やボランティア活動の実績，海外留学等の多様な経験がある場合

は，集団面接と個人面接（口頭試問含む）においても参考資料とするため，具体的

に記入しておくこと。 

志望動機書 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 

当大学・学部への志望動機について今までの学生生活等の状況を踏まえて，300

字～400 字で簡潔に作成して提出する。志望動機書は必ず受験者自筆で作成する。 

※志望動機書は「今まで」，学びの設計書は「これから」という視点を中心に作成 

学びの設計書 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 

大学・社会人までを繋ぐ設計書を作成する。自分がこれから学びたい分野の理由を

含めて，300 字～400 字で簡潔に作成して提出する。学びの設計書は必ず受験者

自筆で作成する。 

 

●入学者選抜方法における重点評価項目〔入学者選抜方法と求める人物像との関係性〕 

 

入学者選抜方法 該当選抜区分
関心・意

欲・態度 
探究力 表現力 知識・教養

思考力･ 

判断力 
協働性 

（センター試験）

一般（前期）

一般（後期）

推薦Ⅱ 

   ○ ○  

総合問題 
一般（前期）

一般（後期）
 ○ ○ ○ ○  

集団討論 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 
  ○  ○ ○ 

集団面接 
一般（前期）

推薦Ⅱ 
○  ○    

個人面接 

（口頭試問含む）
推薦Ⅰ ○   ○   

調査書＊ 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 
○     ○ 

志望動機書 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 
○  ○    

学びの設計書 
推薦Ⅰ 

推薦Ⅱ 
 ○ ○    

＊一般入試（前期），一般入試（後期）においては調査書を参考とする。 


